
１　地域水産業再生委員会

※再生委員会規約及び推進体制の分かる資料を添付すること。

※策定時点で対象となる漁業者数も記載すること。

２　地域の現状
（１）関連する水産業を取り巻く現状等

（２）その他の関連する現状等

３　活性化の取組方針
（１）基本方針

（２）漁獲努力量の削減・維持及びその効果に関する担保措置

※プランの取組に関連する漁業調整規則や漁業調整委員会指示等について記載する。

浜の活力再生プラン（案）

組織名
代表者名

再生委員会の
構成員

泊漁業協同組合、六ヶ所村農林水産課、青森県下北地域県民局地域農林水
産部むつ水産事務所

泊地域水産業再生委員会
会長　赤石　憲二

対象となる地域の範囲及び漁業の種類

青森県上北郡六ヶ所村泊地区：漁業者数78名
いか釣り漁業 　　　51経営体
定置網漁業　  　　　2経営体
一本釣り・延縄漁業 25経営体（一部、刺網兼業）

　六ヶ所村泊地区は、青森県の太平洋側に位置し、水産業・農業・酪農などの一次産業が基
幹産業となっている地区である。当地区が面する太平洋は、夏は冷たい東風（ヤマセ）が吹
き付け、冬も海の荒れる漁場で、スルメイカ等を対象としたいか釣り漁業、サケ・サクラマ
ス・ヒラメ等を対象とした定置網漁業、ヒラメ・カレイ類・マダラ等を対象とした一本釣
り・延縄漁業などの多様な漁法により他種の水産物が水揚げされ、平成25年の漁獲数量は約
2,500トン、金額は約9億4,000万円となっている。
　近年では、主力のスルメイカ、サケの漁獲量の減少と全般的な魚価安に加え、燃油・漁業
資材の高騰によるコストが増大し、漁業経営は厳しい状況にある。

①スルメイカの魚価向上のため、海水殺菌装置の活用による衛生管理と、低温管理による鮮
度保持等に取組む。
②魚類の魚価向上のため、船上活締めの実施による鮮度保持と低温管理による鮮度保持に取
組む。
③サケ海中飼育放流事業の適正実施に取組むとともに、サケ海産親魚の供給によりふ化放流
事業の安定化を図る。
④資源管理型漁業の推進と漁場整備の促進による水産資源の維持増大を図る。
⑤船底清掃・減速航行の実施により燃油コストの削減を図る。

オブザーバー －

　近年は、漁業者の高齢化と後継者不足により漁業生産力の低下も危惧されているほか、東
京電力福島第一原発事故に伴う水産物の風評被害の影響も危惧されている。

青森県海面漁業調整規則、漁業権行使規則、青森県資源管理指針、漁協資源管理計画
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（３）具体的な取組内容（毎年ごとに数値目標とともに記載）
１年目（平成２６年度）

省燃油活動推進事業

漁業収入向上
のための取組

1）水産物の付加価値向上の取組
　いか釣り漁業者は、スルメイカの漁獲後の迅速な箱詰めと施氷作業（出
荷時期に応じた施氷量の調整を含む）による低温管理（5℃以下）を行う
とともに、漁船に海水殺菌装置を整備し、箱の上からスルメイカへの洗浄
を行うことで衛生管理を徹底し、スルメイカ単価の向上を図る。なお、氷
の溶解水によるスルメイカの白色化を防止するため、底部に水抜き穴のつ
いた発砲スチロール箱を利用することで、十分に水切りを行うとともに、
再洗浄で溶ける分の氷をあらかじめ余分に詰めておくことで、鮮度保持へ
の影響も防ぐ。
　定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、市場ニーズを反映してヒラ
メ・アイナメ・カレイ類等を対象に活締め出荷に取り組むこととし、漁協
は漁業者を対象に活締め技術講習会を開催してその普及と適正実施に努め
る。漁業者は活締め後の迅速な箱詰めと施氷作業（出荷時期に応じた施氷
量の調整を含む。）による低温管理（5℃以下）と漁船に整備した海水殺
菌装置を活用し、活締め後の魚体洗浄を行うことで衛生管理を徹底し、単
価向上を図る。
　また、漁協青年部・婦人部員及び漁協は、地元水産物のPR強化計画をた
て、「六ヶ所村たのしむべ！フェスティバル」、「泊みなと祭り」、
「六ヶ所村産業まつり」や泊イベント広場での「朝市」を活用し、鮮魚や
イカずし、コンブ巻などの加工品を消費者に直接販売しつつ、地元水産物
のPRの強化や消費者ニーズへの聞き取りを行う。その結果をもとに、加工
品開発や活締め対象魚種の拡大を図る。
　さらに、漁協及び村は、漁業者からの要望を受け、低温管理の要である
漁業用の氷について、製氷施設を新設し氷を安定的に供給するとともに、
新施設内の作業オートメーション化に伴う運営コストの削減を図り、漁業
者への供給単価の削減について検討する。

2）サケ海中飼育放流の適正実施による回帰率の向上と良好な海産親魚の
供給による種苗放流事業の安定化
　定置網漁業者は、現在実施しているサケ海中飼育放流事業について、生
簀網の目詰まりに伴う水質の悪化や酸欠を防止するため、網替えやブラッ
シングの頻度を増やし、放流稚魚の大型化（現状の1.1gから1.5g以上へ）
を図る。また、稚魚の成育状況を10日に一度調査するとともに沿岸水温を
こまめに把握して、稚魚の適期（水温11℃以下で放流）・適サイズ放流を
図り、回帰資源の増大による漁業所得の向上を目指す。
　また、当地区にはサケふ化放流事業を実施している河川がないため、隣
村にある孵化場に対し、成熟（ブナ化）が進み、傷の少ない、体重3kg以
上のサケ成魚を種苗生産向け親魚として供給し、種苗生産・放流数の安定
化を図る。

3）資源管理型漁業の推進と漁場整備の促進
　いか釣り漁業、定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、漁協資源管理
計画等に基づく休漁日設定等の資源管理措置を遵守し、水産資源の維持増
大を図る。

  以下の収入向上の取組及びコスト削減の取組により、いか釣り漁業にあっては、基準年か
ら12.4％、定置網漁業にあっては基準年から4.3％、一本釣り・延縄漁業にあっては基準年
から11.4％の所得向上を図る。

漁業コスト削減
のための取組

1）船底清掃及び減速航行の実施
　いか釣り漁業、定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、船底清掃（船
底・舵・プロペラ等を洗浄・研磨）を実施して航行時の船体にかかる抵抗
を削減するとともに、漁船の減速航行に努めることにより消費燃料の17％
削減を図る。

活用する支援
措置等

　以降、以下の取組内容は、取組の進捗状況や得られた知見等を踏まえ、必要に応じて、見
直すこととする。



２年目（平成２７年度）

活用する支援
措置等

1）水産物の付加価値向上の取組
　いか釣り漁業者は、スルメイカの漁獲後の迅速な箱詰めと施氷作業（出
荷時期に応じた施氷量の調整を含む）による低温管理（5℃以下）を行う
とともに、漁船に整備した海水殺菌装置を活用し、箱の上からスルメイカ
への洗浄を行うことで衛生管理を徹底し、スルメイカ単価の向上を図る。
なお、氷の溶解水によるスルメイカの白色化を防止するため、底部に水抜
き穴のついた発砲スチロール箱を利用することで、十分に水切りを行うと
ともに、再洗浄で溶ける分の氷をあらかじめ余分に詰めておくことで、鮮
度保持への影響も防ぐ。
　定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、市場ニーズを反映してヒラ
メ・アイナメ・カレイ類等を対象に活締め出荷に取り組むこととし、漁協
は漁業者を対象に活締め技術講習会を開催してその普及と適正実施に努め
る。漁業者は活締め後の迅速な箱詰めと施氷作業（出荷時期に応じた施氷
量の調整を含む。）による低温管理（5℃以下）と漁船に整備した海水殺
菌装置を活用し、活締め後の魚体洗浄を行うことで衛生管理を徹底し、単
価向上を図る。
　また、漁協青年部・婦人部員及び漁協は、地元水産物のPR強化計画に基
づき、「六ヶ所村たのしむべ！フェスティバル」、「泊みなと祭り」、
「六ヶ所村産業まつり」や泊イベント広場での「朝市」を活用し、鮮魚や
イカずし、コンブ巻などの加工品を消費者に直接販売しつつ、地元水産物
のPRの強化や消費者ニーズの聞き取りを行う。その結果をもとに、加工品
開発や活締め対象魚種の拡大を図る。
　さらに、全漁業者は新設された製氷施設を活用し、徹底した施氷による
鮮度保持向上に努める。

2）サケ海中飼育放流の適正実施による回帰率の向上と良好な海産親魚の
供
　給による種苗放流事業の安定化
　定置網漁業者は、現在実施しているサケ海中飼育放流事業について、生
簀網の目詰まりに伴う水質の悪化や酸欠を防止するため、網替えやブラッ
シングの頻度を増やし、放流稚魚の大型化（現状の1.1gから1.5g以上へ）
を図る。また、稚魚の成育状況を10日に一度調査するとともに沿岸水温を
こまめに把握して、稚魚の適期（水温11℃以下で放流）・適サイズ放流を
図り、回帰資源の増大による漁業所得の向上を目指す。
　また、当地区にはサケふ化放流事業を実施している河川がないため、隣
村にある孵化場に対し、成熟（ブナ化）が進み、傷の少ない、体重3kg以
上のサケ成魚を種苗生産向け親魚として供給し、種苗生産・放流数の安定
化を図る。

3）資源管理型漁業の推進と漁場整備の促進
　いか釣り漁業、定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、漁協資源管理
計画等に基づく休漁日設定等の資源管理措置を遵守し、水産資源の維持増
大を図るとともに、ウスメバル、ヒラメ、ヤリイカ等の水産資源のさらな
る増大のために、藻場礁、産卵礁、増殖礁等の漁場整備を村へ要請する。
また、村は、漁業者からの要請を受け、漁場整備規模等の設計のための漁
場調査を実施する。

漁業コスト削減
のための取組

1）船底清掃及び減速航行の実施
　いか釣り漁業、定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、船底清掃（船
底・舵・プロペラ等を洗浄・研磨）を実施して航行時の船体にかかる抵抗
を削減するとともに、漁船の減速航行に努めることにより消費燃料の17％
削減を図る。

  以下の収入向上の取組及びコスト削減の取組により、いか釣り漁業にあっては、基準年か
ら14.2％、定置網漁業にあっては基準年から14.8％、一本釣り・延縄漁業にあっては基準年
から11.4％の所得向上を図る。

漁業収入向上
のための取組



３年目（平成２８年度）

1）水産物の付加価値向上の取組
　いか釣り漁業者は、スルメイカの漁獲後の迅速な箱詰めと施氷作業（出
荷時期に応じた施氷量の調整を含む）による低温管理（5℃以下）を行う
とともに、漁船に整備した海水殺菌装置を活用し、箱の上からスルメイカ
への洗浄を行うことで衛生管理を徹底し、スルメイカ単価の向上を図る。
なお、氷の溶解水によるスルメイカの白色化を防止するため、底部に水抜
き穴のついた発砲スチロール箱を利用することで、十分に水切りを行うと
ともに、再洗浄で溶ける分の氷をあらかじめ余分に詰めておくことで、鮮
度保持への影響も防ぐ。
　定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、市場ニーズを反映してヒラ
メ・アイナメ・カレイ類等を対象に活締め出荷に取り組むこととし、漁協
は漁業者を対象に活締め技術講習会を開催してその普及と適正実施に努め
る。漁業者は活締め後の迅速な箱詰めと施氷作業（出荷時期に応じた施氷
量の調整を含む。）による低温管理（5℃以下）と漁船に整備した海水殺
菌装置を活用し、活締め後の魚体洗浄を行うことで衛生管理を徹底し、単
価向上を図る。
　また、漁協青年部・婦人部員及び漁協は、地元水産物のPR強化計画に基
づき、「六ヶ所村たのしむべ！フェスティバル」、「泊みなと祭り」、
「六ヶ所村産業まつり」や泊イベント広場での「朝市」を活用し、鮮魚や
イカずし、コンブ巻などの加工品を消費者に直接販売しつつ、地元水産物
のPRの強化や消費者ニーズの聞き取りを行う。、その結果をもとに、加工
品開発や活締め対象魚種の拡大を図る。
　さらに、全漁業者は新設された製氷施設を活用し、徹底した施氷による
鮮度保持向上に努める。

2）サケ海中飼育放流の適正実施による回帰率の向上と良好な海産親魚の
供
　給による種苗放流事業の安定化
　定置網漁業者は、現在実施しているサケ海中飼育放流事業について、生
簀網の目詰まりに伴う水質の悪化や酸欠を防止するため、網替えやブラッ
シングの頻度を増やし、放流稚魚の大型化（現状の1.1gから1.5g以上へ）
を図る。また、稚魚の成育状況を10日に一度調査するとともに沿岸水温を
こまめに把握して、稚魚の適期（水温11℃以下で放流）・適サイズ放流を
図り、回帰資源の増大による漁業所得の向上を目指す。
　また、当地区にはサケふ化放流事業を実施している河川がないため、隣
村にある孵化場に対し、成熟（ブナ化）が進み、傷の少ない、体重3kg以
上のサケ成魚を種苗生産向け親魚として供給し、種苗生産・放流数の安定
化を図る。

3）資源管理型漁業の推進と漁場整備の促進
　いか釣り漁業、定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、漁協資源管理
計画等に基づく休漁日設定等の資源管理措置を遵守し、水産資源の維持増
大を図るとともに、ウスメバル、ヒラメ、ヤリイカ等の水産資源のさらな
る増大のために、藻場礁、産卵礁、増殖礁等の漁場整備を村へ要請する。
また、村は、漁業者からの要請を受け、漁場調査結果に基づき漁場整備を
促進する。

漁業収入向上
のための取組

活用する支援
措置等

  以下の収入向上の取組及びコスト削減の取組により、いか釣り漁業にあっては、基準年か
ら16.0％、定置網漁業にあっては基準年から14.8％、一本釣り・延縄漁業にあっては基準年
から11.4％の所得向上を図る。

1）船底清掃及び減速航行の実施
　いか釣り漁業、定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、船底清掃（船
底・舵・プロペラ等を洗浄・研磨）を実施して航行時の船体にかかる抵抗
を削減するとともに、漁船の減速航行に努めることにより消費燃料の17％
削減を図る。

漁業コスト削減
のための取組



４年目（平成２９年度）

５年目（平成３０年度）

  以下の収入向上の取組及びコスト削減の取組により、いか釣り漁業にあっては、基準年か
ら17.9％、定置網漁業にあっては基準年から14.8％、一本釣り・延縄漁業にあっては基準年
から11.4％の所得向上を図る。

漁業コスト削減
のための取組

1）船底清掃及び減速航行の実施
　いか釣り漁業、定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、船底清掃（船
底・舵・プロペラ等を洗浄・研磨）を実施して航行時の船体にかかる抵抗
を削減するとともに、漁船の減速航行に努めることにより消費燃料の17％
削減を図る。

漁業収入向上
のための取組

　取組の最終年度であり、前年度に引き続き行うが、目標達成が確実なものとなるよう、プ
ランの取組状況を確認しつつ、必要に応じて施策の見直しを行う。

活用する支援
措置等

1）水産物の付加価値向上の取組
　いか釣り漁業者は、スルメイカの漁獲後の迅速な箱詰めと施氷作業（出
荷時期に応じた施氷量の調整を含む）による低温管理（5℃以下）を行う
とともに、漁船に整備した海水殺菌装置を活用し、箱の上からスルメイカ
への洗浄を行うことで衛生管理を徹底し、スルメイカ単価の向上を図る。
なお、氷の溶解水によるスルメイカの白色化を防止するため、底部に水抜
き穴のついた発砲スチロール箱を利用することで、十分に水切りを行うと
ともに、再洗浄で溶ける分の氷をあらかじめ余分に詰めておくことで、鮮
度保持への影響も防ぐ。
　定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、市場ニーズを反映してヒラ
メ・アイナメ・カレイ類等を対象に活締め出荷に取り組むこととし、漁協
は漁業者を対象に活締め技術講習会を開催してその普及と適正実施に努め
る。漁業者は活締め後の迅速な箱詰めと施氷作業（出荷時期に応じた施氷
量の調整を含む。）による低温管理（5℃以下）と漁船に整備した海水殺
菌装置を活用し、活締め後の魚体洗浄を行うことで衛生管理を徹底し、単
価向上を図る。
　また、漁協青年部・婦人部員及び漁協は、地元水産物のPR強化計画に基
づき、「六ヶ所村たのしむべ！フェスティバル」、「泊みなと祭り」、
「六ヶ所村産業まつり」や泊イベント広場での「朝市」を活用し、鮮魚や
イカずし、コンブ巻などの加工品を消費者に直接販売しつつ、地元水産物
のPRの強化や消費者ニーズの聞き取りを行う。、その結果をもとに、加工
品開発や活締め対象魚種の拡大を図る。
　さらに、全漁業者は新設された製氷施設を活用し、徹底した施氷による
鮮度保持向上に努める。

2）サケ海中飼育放流の適正実施による回帰率の向上と良好な海産親魚の
供
　給による種苗放流事業の安定化
　定置網漁業者は、現在実施しているサケ海中飼育放流事業について、生
簀網の目詰まりに伴う水質の悪化や酸欠を防止するため、網替えやブラッ
シングの頻度を増やし、放流稚魚の大型化（現状の1.1gから1.5g以上へ）
を図る。また、稚魚の成育状況を10日に一度調査するとともに沿岸水温を
こまめに把握して、稚魚の適期（水温11℃以下で放流）・適サイズ放流を
図り、回帰資源の増大による漁業所得の向上を目指す。
　また、当地区にはサケふ化放流事業を実施している河川がないため、隣
村にある孵化場に対し、成熟（ブナ化）が進み、傷の少ない、体重3kg以
上のサケ成魚を種苗生産向け親魚として供給し、種苗生産・放流数の安定
化を図る。

3）資源管理型漁業の推進と漁場整備の促進
　いか釣り漁業、定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、漁協資源管理
計画等に基づく休漁日設定等の資源管理措置を遵守し、水産資源の維持増
大を図るとともに、ウスメバル、ヒラメ、ヤリイカ等の水産資源のさらな
る増大のために、藻場礁、産卵礁、増殖礁等の漁場整備を村へ要請する。
また、村は、漁業者からの要請を受け、漁場調査結果に基づき漁場整備を
促進する。さらに漁業者は、漁場整備による増加資源を上記の取組により
適正利用し漁業所得の向上を図る。



※プランの実施期間が６年以上となる場合、記載欄は適宜増やすこと。

  以下の収入向上の取組及びコスト削減の取組により、いか釣り漁業にあっては、基準年か
ら19.7％、定置網漁業にあっては基準年から14.8％、一本釣り・延縄漁業にあっては基準年
から11.4％の所得向上を図る。

　取組の最終年度であり、前年度に引き続き行うが、目標達成が確実なものとなるよう、プ
ランの取組状況を確認しつつ、必要に応じて施策の見直しを行う。

漁業収入向上
のための取組

1）水産物の付加価値向上の取組
　いか釣り漁業者は、スルメイカの漁獲後の迅速な箱詰めと施氷作業（出
荷時期に応じた施氷量の調整を含む）による低温管理（5℃以下）を行う
とともに、漁船に整備した海水殺菌装置を活用し、箱の上からスルメイカ
への洗浄を行うことで衛生管理を徹底し、スルメイカ単価の向上を図る。
なお、氷の溶解水によるスルメイカの白色化を防止するため、底部に水抜
き穴のついた発砲スチロール箱を利用することで、十分に水切りを行うと
ともに、再洗浄で溶ける分の氷をあらかじめ余分に詰めておくことで、鮮
度保持への影響も防ぐ。
　定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、市場ニーズを反映してヒラ
メ・アイナメ・カレイ類等を対象に活締め出荷に取り組むこととし、漁協
は漁業者を対象に活締め技術講習会を開催してその普及と適正実施に努め
る。漁業者は活締め後の迅速な箱詰めと施氷作業（出荷時期に応じた施氷
量の調整を含む。）による低温管理（5℃以下）と漁船に整備した海水殺
菌装置を活用し、活締め後の魚体洗浄を行うことで衛生管理を徹底し、単
価向上を図る。
　また、漁協青年部・婦人部員及び漁協は、地元水産物のPR強化計画に基
づき、「六ヶ所村たのしむべ！フェスティバル」、「泊みなと祭り」、
「六ヶ所村産業まつり」や泊イベント広場での「朝市」を活用し、鮮魚や
イカずし、コンブ巻などの加工品を消費者に直接販売しつつ、地元水産物
のPRの強化や消費者ニーズの聞き取りを行う。、その結果をもとに、加工
品開発や活締め対象魚種の拡大を図る。
　さらに、全漁業者は新設された製氷施設を活用し、徹底した施氷による
鮮度保持向上に努める。

2）サケ海中飼育放流の適正実施による回帰率の向上と良好な海産親魚の
供
　給による種苗放流事業の安定化
　定置網漁業者は、現在実施しているサケ海中飼育放流事業について、生
簀網の目詰まりに伴う水質の悪化や酸欠を防止するため、網替えやブラッ
シングの頻度を増やし、放流稚魚の大型化（現状の1.1gから1.5g以上へ）
を図る。また、稚魚の成育状況を10日に一度調査するとともに沿岸水温を
こまめに把握して、稚魚の適期（水温11℃以下で放流）・適サイズ放流を
図り、回帰資源の増大による漁業所得の向上を目指す。
　また、当地区にはサケふ化放流事業を実施している河川がないため、隣
村にある孵化場に対し、成熟（ブナ化）が進み、傷の少ない、体重3kg以
上のサケ成魚を種苗生産向け親魚として供給し、種苗生産・放流数の安定
化を図る。

3）資源管理型漁業の推進と漁場整備の促進
　いか釣り漁業、定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、漁協資源管理
計画等に基づく休漁日設定等の資源管理措置を遵守し、水産資源の維持増
大を図るとともに、ウスメバル、ヒラメ、ヤリイカ等の水産資源のさらな
る増大のために、藻場礁、産卵礁、増殖礁等の漁場整備を村へ要請する。
また、村は、漁業者からの要請を受け、漁場調査結果に基づき漁場整備を
促進する。さらに漁業者は、漁場整備による増加資源を上記の取組により
適正利用し漁業所得の向上を図る。

漁業コスト削減
のための取組

活用する支援
措置等

1）船底清掃及び減速航行の実施
　いか釣り漁業、定置網漁業及び一本釣り・延縄漁業者は、船底清掃（船
底・舵・プロペラ等を洗浄・研磨）を実施して航行時の船体にかかる抵抗
を削減するとともに、漁船の減速航行に努めることにより消費燃料の17％
削減を図る。



（４）関連機構（機関）との連携

４　目標
（１）数値目標

（２）上記の算出方法及びその妥当性

※算出の根拠及びその方法等について詳細に記載し、必要があれば資料を添付すること。

５　関連施策
活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性

※本欄の記載により、関連施策の実施を確約するものではない。

漁業所得の14.8％向上
（定置網漁業）

基準年 平成25年度：漁業所得　円

目標年 平成30年度：漁業所得　円

平成25年度：漁業所得　円

青森県水産振興課やむつ水産事務所、水産総合研究所・下北ブランド研究所等から指導を受
け、各年度毎に、漁業所得の向上面について、定量的に分析・評価を行う。また、問題点に
ついては原因を調査し、解決に向けた課題整理を行う。

※具体的な事業名が記載できない場合は、「事業名」は「未定」とし、「事業内容及び浜の
活力再生プランとの関係性」のみ記載する。

　別添資料参照

事業名 事業内容及び浜の活力再生プランとの関係性

省燃油活動推進事業 消費燃料の削減（漁船船底洗浄及び減速航行）

漁業所得の19.7％向上
（いか釣り漁業）

目標年 平成30年度：漁業所得　円

基準年

目標年

漁業所得の11.4％向上
（一本釣り・延縄漁業）

基準年 平成25年度：漁業所得　円

平成30年度：漁業所得　円


